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扉の一言

『成功は、99％の失敗
に支えられた1％』
　　　　本田宗一郎

今号のトップ写真

新月祭 2009
大学祭実行委員会の

皆さん
（上ケ原キャンパス中央芝生で撮影）

　

企
画
に
つ
い
て
、
ま
ず
は
三
田

キ
ャ
ン
パ
ス
で
行
わ
れ
る
お
笑
い

ラ
イ
ブ
。「
満
点
大
笑
い
ラ
イ

ブ
'09
〜
笑 me your smile!!

〜
」

と
題
し
て
、
10
月
25
日
17
時
10
分

か
ら
の
お
よ
そ
1
時
間
、
第
１
グ

ラ
ウ
ン
ド
で
行
わ
れ
る
。今
年
は
、

ネ
タ
の
中
に
大
道
芸
を
取
り
入
れ

た
漫
才
が
特
徴
的
な
ボ
ケ
の
中
川

貴
志
さ
ん
と
ツ
ッ
コ
ミ
の
高
井
俊

彦
さ
ん
の
コ
ン
ビ
『
ラ
ン
デ
ィ
ー

ズ
』と
、個
性
的
な
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー

で
ボ
ケ
る
ワ
ッ
キ
ー
さ
ん
に
対
し

鋭
い
言
葉
と
ド
ロ
ッ
プ
キ
ッ
ク
で

ツ
ッ
コ
む
ヒ
デ
さ
ん
の
コ
ン
ビ

『
ペ
ナ
ル
テ
ィ
』
の
２
組
が
登
場

す
る
。
漫
才
で
数
々
の
賞
を
取
る

程
の
実
力
派
で
、
観
客
の
爆
笑
を

引
き
出
す
満
点
大
笑
い
を
約
束
す

る
。

　

ま
た
三
田
キ
ャ
ン
パ
ス
で
は
も

う
一
つ
の
目
玉
、
笑
福
亭
鶴
瓶
さ

ん
の
ト
ー
ク
シ
ョ
ー
が
あ
る
。
副

題
を
「
〜
い
ざ
行
か
ん
！　

希
望

に
満
ち
た
君
の
道
！！
〜
」
と
し
、

10
月
24
日
13
時
50
分
か
ら
の

１
０
０
分
間
、
Ⅵ
号
館
の
１
０
１

教
室
で
行
う
。
面
白
く
て
楽
し
め

る
ト
ー
ク
シ
ョ
ー
に
な
る
だ
ろ

う
。
整
理
券
は
12
時
40
分
か
ら
第

1
グ
ラ
ウ
ン
ド
の
前
で
配
布
す

る
。現
在
鶴
瓶
さ
ん
に
聞
き
た
い
、

あ
ん
な
こ
と
や
こ
ん
な
こ
と
を
募

集
し
て
い
る
。
キ
ャ
ン
パ
ス
内
に

設
置
さ
れ
た
所
定
の
質
問
B
O
X

か
ら
、
10
月
16
日
ま
で
投
函
で
き

る
。

　

数
あ
る
企
画
の
中
で
、
や
は
り

１
番
の
目
玉
と
な
る
の
が
後
夜
祭

ラ
イ
ブ
。今
年
は
一
青
窈
さ
ん
が
、

登
録
有
形
文
化
財
に
指
定
さ
れ
た

ば
か
り
の
時
計
台
を
バ
ッ
ク
に
、

新
月
祭
２
０
０
９
の
最
後
を
締
め

く
く
る
。
最
終
日
の
11
月
３
日
17

時
50
分
か
ら
中
央
芝
生
で
「
後
夜

祭
一
青
窈LIVE

'09 in KG

〜

Thank you for

…
〜
」
が
始
ま

る
。
企
画
担
当
者
の
李
和
華
子
さ

ん
（
法
２
）
は
「
大
き
な
企
画
で

大
変
だ
け
れ
ど
も
、
必
ず
ラ
イ
ブ

を
成
功
さ
せ
た
い
」
と
意
気
込
み

を
語
る
。

　

そ
の
他
に
も
多
数
の
企
画
が
用

意
さ
れ
（
２
面
に
て
）
新
月
祭

２
０
０
９
を
盛
り
上
げ
る
。
11
月

１
日
に
は
、
13
時
か
ら
第
５
別
館

の
第
３
教
室
で
、
関
学
の
Ｏ
Ｂ
で

あ
る
川
中
大
輔
さ
ん
の
講
演
会
が

行
わ
れ
る
。
川
中
さ
ん
は
在
学
中

に
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人BrainH

um
anity

の
副
理
事
長
や
国
際
青
年
環
境

NGO

・A SEED JAPAN

の
理

事
を
務
め
な
が
ら
、
全
国
各
地
で

Ｎ
Ｐ
Ｏ
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
研
修
や
行

政
職
員
研
修
な
ど
の
担
当
を
し
て

い
た
。
現
在
、
シ
チ
ズ

ン
シ
ッ
プ
共
育
企
画
で

独
立
し
、
学
生
時
代
か

ら
関
心
を
寄
せ
て
い
た

「
市
民
教
育
」
と
い
う

新
分
野
の
開
拓
に
取
り

組
ん
で
い
る
。「
流
さ

れ
る
人
生
か
？
流
れ
を

つ
く
る
人
生
か
？　

〜

『
自
分
の
し
ご
と
』
を

つ
く
る
〜
」
と
題
し
、

普
通
と
は
違
っ
た
角
度

　

夏
季
休
暇
中
、
海
外
に
行
っ
た

学
生
は
多
い
だ
ろ
う
。
日
本
人
は

金
持
ち
と
思
わ
れ
が
ち
で
狙
わ
れ

や
す
い
か
ら
気
を
つ
け
ろ
と
注
意

さ
れ
た
人
も
い
る
か
も
し
れ
な
い
。

海
外
で
ト
ラ
ブ
ル
は
付
き
物
だ
が
、

関
学
生
に
関
す
る
死
亡
事
故
の
よ

う
な
惨
事
は
耳
に
入
っ
て
こ
な
か

っ
た
の
で
ほ
っ
と
し
て
い
る

先

月
29
日
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
バ
リ

島
で
日
本
人
観
光
客
の
女
性
の
遺

体
が
見
つ
か
っ
た
。
頭
部
の
骨
折
、

あ
ご
や
足
の
打
撲
の
跡
が
見
ら
れ
、

殺
人
事
件
と
考
え
ら
れ
る
。
犯
人

と
み
ら
れ
る
男
性
は
警
官
を
名
乗

っ
て
女
性
と
接
触
。
警
官
と
言
わ

れ
れ
ば
、
凶
悪
犯
な
ど
と
い
う
想

像
は
つ
き
に
く
い

事
件
が
起
こ

っ
た
の
は
バ
リ
島
の
繁
華
街
。
世

界
的
な
観
光
地
で
日
本
人
か
ら
の

人
気
も
高
い
。
そ
れ
だ
け
に
今
回

の
事
件
は
海
外
滞
在
時
の
心
構
え

を
見
直
さ
せ
る
も
の
と
な
っ
た

も
ち
ろ
ん
過
剰
に
不
安
が
る
必
要

は
な
い
。
海
外
で
の
経
験
は
何
に

も
代
え
が
た
い
も
の
で
あ
る
。
不

況
と
は
い
え
海
外
旅
行
者
も
今
後

さ
ら
に
増
え
る
は
ず
だ
。
関
学
に

い
て
も
海
外
へ
の
あ
こ
が
れ
を
持

つ
人
が
多
い
と
感
じ
る

た
だ
、

少
し
の
注
意
を
忘
れ
な
い
よ
う
に

し
て
ほ
し
い
。
日
本
と
海
外
の
情

勢
は
異
な
る
か
ら
だ
。
夜
に
少
人

数
で
出
歩
か
な
い
、
多
額
な
現
金

を
持
ち
歩
か
な
い
、
人
気
の
な
い

通
り
は
避
け
る
な
ど

バ
リ
島
に

行
っ
た
こ
と
は
な
い
が
、
イ
ン
ド

ネ
シ
ア
語
を
履
修
し
て
い
た
と
き

に
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
「
ゆ
っ
く
り

と
時
間
が
流
れ
る
風
土
」
に
興
味

を
持
ち
、
一
度
は
行
き
た
い
国
リ

ス
ト
に
入
っ
て
い
る
。
観
光
を
楽

し
む
前
に
自
分
の
安
全
を
確
保
す

る
こ
と
が
重
要
だ
。
ま
ず
は
現
地

の
情
勢
を
知
ろ
う
。
ち
ょ
っ
と
し

た
不
注
意
で
家
族
を
悲
し
ま
せ
る

こ
と
も
あ
る
ま
い
。

　
『
可
能
性
∞
』
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
と
し
た
新
月
祭
２
０
０
９
の
準
備
が

着
々
と
進
め
ら
れ
て
い
る
。
今
年
度
の
学
祭
は
、
三
田
キ
ャ
ン
パ
ス
で

は
10
月
24
日
の
午
後
か
ら
の
半
日
と
25
日
で
合
わ
せ
て
１.５
日
間
、
上
ケ

原
キ
ャ
ン
パ
ス
で
は
10
月
31
日
か
ら
11
月
3
日
ま
で
の
4
日
間
に
行
わ

れ
る
。
両
キ
ャ
ン
パ
ス
合
わ
せ
て
１
６
０
余
り
の
模
擬
店
が
軒
を
連
ね
、

普
段
の
キ
ャ
ン
パ
ス
と
は
違
っ
た
色
を
作
り
出
す
。

　

メ
イ
ン
ポ
ス
タ
ー
の
絵
柄
も
決
ま
っ
た
。
3
通
の
応
募
の
中
か
ら
審

査
し
、
川
端
奈
々
さ
ん
（
文
4
）
の
作
品
が
今
年
度
新
月
祭
２
０
０
９

の
表
紙
と
な
っ
た
。

か
ら
の
進
路
に
つ
い
て
の
講
演
が

期
待
さ
れ
る
。
ま
た
、
同
じ
日
の

夜
に
は
関
学
生
の
想
い
を
乗
せ
た

花
火
が
打
ち
上
が
る
。

　

大
学
祭
当
日
、
三
田
キ
ャ
ン
パ

ス
に
は
正
門
前
と
西
門
前
に
、
上

ケ
原
キ
ャ
ン
パ
ス
に
は
正
門
前
と

銀
座
通
り
に
そ
れ
ぞ
れ
イ
ン
フ
ォ

メ
ー
シ
ョ
ン
テ
ン
ト
が
設
置
さ
れ

て
い
る
。
何
か
困
っ
た
こ
と
が
あ

れ
ば
、
青
い
ス
タ
ジ
ャ
ン
を
着
た

大
学
祭
実
行
委
員
ま
で
。

　

今
ま
た
、
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン

ザ
が
流
行
し
て
い
る
。
各
自
対
策

を
し
て
大
学
祭
を
楽
し
も
う
。

後夜祭ライブゲストの一青窈さん

シャトルバス◆発車時刻表
上ケ原キャンパス

↓
三田キャンパス

三田キャンパス
↓

上ケ原キャンパス
7:40
9:10
11:10
13:00
15:20
17:00

9:10
11:10
13:00
15:20
17:00

※ 18:40　　  
※のみ2便運行
　1便はJR宝塚駅経由（所要時間約90分）

１～３面　KGニュース
3面　［論説］日進月歩
4面　教授の背中ほか
6面　高等部野球部特集



2KGニュース

　　　　　　　　　　　　　　神戸三田キャンパス　10月24、25日
　　　　　　　　　　　　　　西宮上ケ原キャンパス　10月31日～11月3日

【神戸三田キャンパス】
　■KWANGAKU　COLLECTION～伝えてほしい　あなたの美～
　　　日時：10月24日（土）15：45～17：30
　　　場所：Ⅱ号館102教室
　■笑福亭鶴瓶トークショー～いざ行かん！希望に満ちた君の道！！
　　　日時：10月24日（土）13：50～15：30
　　　場所：Ⅵ号館101教室（整理券有）
　■満点大笑いライブ‘09～笑　me your smile！！～
　　　日時：10月25日（日）17：10～18：15
　　　場所：第一グラウンド
【西宮上ケ原キャンパス】
　■K.G.AWARD‘09～ FEEL THE LIVE ～
　　　日時：10月31日（土）14：00～16：45
　　　場所：中央講堂
　■川中大輔氏講演会　流される人生か？流れをつくる人生か？
　　～「自分のしごと」をつくる～
　　　日時：11月1日（日）13：00～14：40
　　　場所：第5別館第3教室
　■関学花火～キレイな想いが夜空を彩る～
　　　日時：11月1日（日）18：00～18：40
　　　場所：中央芝生
　■後夜祭 一青窈LIVE‘09 in KG ～ Thank you for…～
　　　日時：11月3日（火）17：50～
　　　場所：中央芝生（整理券有）

　

西
宮
聖
和
キ
ャ
ン
パ
ス
で
の
大

学
祭
は
11
月
23
日
（
勤
労
感
謝
の

日
）
の
10
時
～
17
時
に
開
催
さ
れ

る
。聖
和
大
学
時
代
か
ら
続
く「
聖

和
祭
」
の
伝
統
と
、
関
西
学
院
の

一
員
と
し
て
の
新
風
と
が
交
じ
り

合
う
、
新
た
な
大
学
祭
の
始
ま
り

だ
。

　

ま
だ
関
西
学
院
と
聖
和
が
合
併

し
て
１
年
し
か
経
っ
て
い
な
い
こ

と
も
あ
り
、
上
ケ
原
・
三
田
キ
ャ

ン
パ
ス
と
聖
和
キ
ャ
ン
パ
ス
の
学

生
の
間
で
は
依
然
相
互
交
流
の
機

会
は
少
な
い
。
大
学
祭
も
、
聖
和

で
は
新
月
祭
実
行
委
員
会
と
は
別

個
の
聖
和
キ
ャ
ン
パ
ス
祭
実
行
委

員
会
が
設
立
さ
れ
て
お
り
、
委
員

長
山
下
紗
世
さ
ん
（
教
２
）
の
も

と
、
独
立
し
た
「
聖
和
キ
ャ
ン
パ

ス
祭
」
が
開
催
さ
れ
る
。

　

そ
の
よ
う
な
状
況
の
な
か
、
今

年
の
第
一
回
聖
和
キ
ャ
ン
パ
ス
祭

の
テ
ー
マ
は
「
関
聖
祭
～
は
じ
め

の
第
一
歩
～
」
と
な
っ
て
い
る
。

実
行
委
員
会
副
委
員
長
の
堀
江
未

央
さ
ん
（
教
２
）
は
「
関
学
生
と

聖
和
生
と
が
繋
が
れ
る
よ
う
な
学

祭
に
し
た
い
」
と
話
す
。
日
頃
交

流
が
少
な
い
関
学
生
と
聖
和
生
が

心
を
一
つ
に
大
学
祭
を
楽
し
ん

で
、
一
緒
に
踏
み
出
す
第
一
歩
の

機
会
と
な
れ
る
よ
う
に
と
考
え
て

い
る
の
だ
。

　

キ
ャ
ン
パ
ス
祭
の
内
容
は
こ
れ

ま
で
の
聖
和
祭
と
特
に
変
わ
ら
な

い
。
大
学
祭
の
定
番
で
あ
る
軽
音

や
ダ
ン
ス
の
ス
テ
ー
ジ
や
模
擬

店
、
そ
し
て
子
ど
も
が
多
く
訪
れ

る
聖
和
キ
ャ
ン
パ
ス
の
特
性
を
活

か
し
た
「
子
ど
も
の
広
場
」
な
ど
。

「
子
ど
も
の
広
場
」
で
は
来
場
し

た
子
ど
も
達
が
楽
し
め
る
よ
う
、

様
々
な
工
夫
を
実
行
委
員
会
で
計

画
し
て
い
る
そ
う
だ
。

　
「
合
併
し
て
最
初
の
学
祭
な
の

で
、
や
は
り
＂
成
功
さ
せ
た
い
＂

と
い
う
思
い
が
あ
り
ま
す
」
と
意

気
込
む
堀
江
さ
ん
。
1.5
日
間
と
４

日
間
に
わ
た
る
新
月
祭
と
比
べ
る

と
、
聖
和
キ
ャ
ン
パ
ス
祭
は
小
規

模
で
あ
る
。
し
か
し
、
小
規
模
だ

か
ら
こ
そ
の
工
夫
や
、
教
育
に
力

を
入
れ
て
き
た
聖
和
ら
し
い
個
性

が
聖
和
キ
ャ
ン
パ
ス
祭
に
あ
る
。

上
ケ
原
・
三
田
の
学
生
も
ぜ
ひ
聖

和
キ
ャ
ン
パ
ス
を
訪
れ
て
、
聖
和

生
と
一
緒
に
聖
和
キ
ャ
ン
パ
ス
祭

を
盛
り
上
げ
よ
う
。

　

博
物
館
開
設
準
備
室
で
は
10
月

19
日
（
月
）
～
12
月
18
日
（
金
）

に
上
ケ
原
キ
ャ
ン
パ
ス
時
計
台
２

階
展
示
室
で
「
原
野
コ
レ
ク
シ
ョ

ン
Ⅱ E

X
 L

IB
R

IS

―
夢
二
か

ら
現
代
作
家
ま
で
―
」
展
を
開
催

す
る
。
観
覧
時
間
は
10
時
～
16
時

30
分
（
受
付
は
16
時
ま
で
）、
日

曜
祝
日
休
館
（
大
学
祭
期
間
中
の

11
月
１
日
、
３
日
は
開
館
）。
入

場
無
料
。

　

E
X

 LIB
R
IS

と
は
「
私
の
蔵

書
の
中
の
一
冊
」
を
意
味
す
る
ラ

テ
ン
語
。
自
分
の
蔵
書
で
あ
る
こ

と
を
示
す
た
め
本
の
見
返
し
に
貼

る
紙
片
の
こ
と
で
、
日
本
語
で
は

「
蔵
書
票
」
や
「
書
票
」
と
い
う
。

様
々
な
愛
読
家
が
好
み
の
図
柄
で

作
ら
せ
た
た
め
、
蔵
書
票
は
版
画

作
品
と
し
て
鑑
賞
、
収
集
さ
れ
る

よ
う
に
な
っ
た
。

　

今
回
の
展
覧
会
で
は
、
収
集
家

の
原
野
賢
吉
氏
が
関
学
に
寄
贈
し

た
１
万
点
以
上
の
蔵
書
票
コ
レ
ク

シ
ョ
ン
か
ら
、
大
正
～
現
代
の
選

り
す
ぐ
り
の
作
品
を
展
示
す
る
。

記
念
講
演
会
「
型
染
の
魅
力
に
つ

い
て
―
実
演
と
と
も
に
―
」（
講

師
・
松
原
秀
子
氏
）
も
11
月
１
日

（
日
）
13
時
か
ら
関
学
会
館
「
翼

の
間
」
で
開
催
さ
れ
る
。

　

関
学
で
は
９
月
12
日
、
総
合
教

育
研
究
室
主
催
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

「
見
つ
め
な
お
そ
う
食
文
化
―
栄

養
・
も
て
な
し
・
四
季
の
移
ろ
い

―
」
が
行
わ
れ
た
。
輸
出
入
技
術

の
発
達
に
よ
り
、
各
地
か
ら
日
本

に
多
種
類
の
食
物
が
届
け
ら
れ

た
。
イ
ン
ス
タ
ン
ト
系
食
品
の
誕

生
や
料
理
の
バ
リ
エ
ー
シ
ョ

ン
も
増
え
、
手
軽
に
賞
味
す

る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な

っ
た
。
そ
の
反
面
で
消
費
ス

タ
イ
ル
の
変
化
が
生
じ
て
偏

食
傾
向
に
移
っ
て
し
ま
っ
て

い
る
。
ま
た
、
近
年
は
旬
な

野
菜
や
果
物
な
ど
の
出
荷
時

期
を
延
ば
し
、
１
年
通
し
て

同
じ
食
料
品
を
購
入
す
る
こ

と
が
可
能
に
な
っ
た
。
し
か

し
、
季
節
に
合
わ
せ
た
料
理

の
意
識
が
薄
れ
て
い
る
こ
と
も
事

実
で
あ
る
。
こ
う
い
っ
た
問
題
点

を
浮
き
彫
り
に
し
、
見
つ
め
な
お

す
と
い
う
趣
旨
に
沿
っ
て
討
論
が

進
ん
だ
。

　

パ
ネ
リ
ス
ト
と
し
て
、「
㈱
つ

ぼ
市
製
茶
本
舗
」
会
長
の
谷
本
陽

蔵
氏
、「
英
國
屋
」
チ
ェ
ー
ン
・

三
和
実
業
社
長
の
松
本
孝
氏
、
台

湾
料
理
「
リ
ュ
ー
タ
ン
」
オ
ー
ナ

ー
シ
ェ
フ
兼
料
理
研
究
家
の
て
い

程
一
彦
氏
、「
京
菓
子
司
末
富
」

社
長
の
山
口
富
蔵
氏
、「
冷
泉
家

時
雨
亭
文
庫
」
理
事
長
の
冷
泉
為

人
氏
が
参
加
し
た
。
様
々
な
分
野

で
活
躍
す
る
５
人
の
パ
ネ
リ
ス
ト

は
い
ず
れ
も
関
学
の
Ｏ
Ｂ
で
あ

る
。

　

ま
ず
取
り
上
げ
ら
れ
た
問
題
点

と
し
て
、
近
年
の
食
事

ス
タ
イ
ル
の
変
化
が
あ

げ
ら
れ
て
い
る
が
、「
最

近
は
、
惣
菜
や
弁
当
な

ど
を
買
っ
て
、
家
庭
で

食
べ
る
『
中
食
』
が
中

心
に
な
っ
て
き
て
し
ま

っ
て
い
る
」（
谷
本
氏
）。

「
コ
ン
ビ
ニ
弁
当
な
ど
の
大
衆
消

費
品
が
流
行
に
な
っ
て
い
る
せ
い

か
、効
率
面
の
み
重
視
し
て
い
る
。

日
本
の
四
季
を
織
り
交
ぜ
る
し
き

た
り
の
風
化
が
あ
る
」（
冷
泉
氏
）

な
ど
問
題
点
を
指
摘
さ
れ
た
一
方

で
、「
お
弁
当
と
い
っ
て
も
季
節

に
合
わ
せ
た
も
の
も
あ
る
。
栄
養

の
バ
ラ
ン
ス
を
考
え
ら
れ
れ
ば
大

丈
夫
な
の
で
は
」（
松
本
氏
）
と

い
っ
た
反
論
も
出
さ
れ
、
討
論
は

大
い
に
盛
り
上
が
っ
た
。

　

ま
た
家
族
と
食
事
す
る
機
会
が

少
な
く
な
っ
て
い
る
話
題
に
つ
い

て
「
近
年
は
、
親
が
共
働
き
な
ど

で
子
供
だ
け
で
食
事
を
と
っ
た

り
、
自
分
の
都
合
の
よ
い
時
間
に

１
人
で
食
事
を
し
た
り
す
る
な

ど
、
家
族
団
ら
ん
の
光
景
が
薄
れ

て
し
ま
っ
て
い
る
」（
山
口
氏
）。

「
そ
れ
に
よ
っ
て
、
小
さ
い
子
供

に
偏
食
が
進
ん
で
し
ま
う
と
い
う

問
題
も
懸
念
さ
れ
る
」（
程
氏
）

と
問
題
点
を
浮
き
彫
り
に
し
な
が

ら
、
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
は
進
ん
で
い

っ
た
。

　

食
文
化
が
発
達
す
る
一
方
で
、

伝
統
が
崩
れ
つ
つ
あ
る
こ
の
時
代

の
中
で
、
今
一
度
私
た
ち
の
食
事

ス
タ
イ
ル
を
見
な
お
す
べ
き
か
も

し
れ
な
い
。

　
テ
ー
マ
は
﹁
関か

ん

聖せ
い

祭

～
は
じ
め
の
第
一
歩
～
﹂

　今号より、応援団総部、宗
教総部、新聞総部、総部放送
局、体育会、文化総部、神学部
学生会、法学部学生自治会から
なる6総部2自治会の告知掲示
板コーナーが始まります。各団
体の様々な情報を紹介していき
ますのでお楽しみに。（文化総
部に関しては5面、新聞総部に
関しては4面左下をご覧くださ
い）

6総部2自治会掲示板
今号からスタート！

応援団総部祭

11月2日　中央講堂
17時開場、17時30分開演

最高のステージを用意しており
ます。是非御来場ください。

棟方志功作「みみづく」
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法
学
部
自
治
会
（
以
下
、法
自
）

は
、
今
年
の
新
月
祭
に
『
ひ
と
つ

な
ぎ
の
大
秘
宝
～
ピ
ー
ス
に
願
い

を
～
』、『
２
０
０
９
★
わ
く
わ

く
！
法
律
劇
～
こ
の
劇
の
主
役
は

あ
な
た
た
ち
で
す
～
』
の
２
つ
の

企
画
を
持
ち
上
げ
た
。

　

１
つ
目
は
上
ケ
原
で
は
８
０
０

ピ
ー
ス
（
縦
約
１
７
０
㎝
、
横
約

２
４
０
㎝
）、
三
田
は
２
０
０
ピ

ー
ス
（
縦
約
85
㎝
、
横
約
１
２
５

㎝
）
に
自
分
の
願
い
を
書
い
て
１

つ
の
絵
を
完
成
さ
せ
る
企
画
だ
。

１
辺
７
㎝
の
、
も
と
も
と
描
か
れ

て
い
る
絵
を
用
い
る
た
め
、
参
加

者
は
文
字
の
み
で
構
わ
な
い
と
の

こ
と
。
完
成
し
た
絵
は
同
教
室
で

展
示
し
て
新
月
祭
後
も
し
ば
ら
く

の
間
、
展
示
す
る
。「
あ
ま
り
時

間
を
か
け
る
こ
と
は
な
く
気
軽
に

参
加
で
き
ま
す
。
ま
た
、
み
ん
な

で
完
成
さ
せ
る
達
成
感
が
味
わ
え

ま
す
」
と
担
当
者
は
語
っ
た
。

　

２
つ
目
の
企
画
は
、
法
律
や
時

事
問
題
を
主
に
取
り
上
げ
る
。
一

般
の
学
生
な
ど
が
テ
ー
マ
を
決
定

し
、
法
自
の
学
生
が
出
演
す
る
と

い
う
も
の
だ
。
劇
の
終
わ
り
に
争

点
を
浮
き
彫
り
に
し
て
、
観
客
に

呼
び
掛
け
る
。
一
日
に
30
～
40
分

の
公
演
を
３
回
予
定
し
て
い
る
。

ま
た
、
劇
の
合
間
に
世
界
の
法
律

や
、
派
遣
労
働
問
題
、
今
年
注
目

さ
れ
た
投
票
の
解
説
す
る
展
示
を

開
く
そ
う
だ
。
こ
の
企
画
の
担
当

者
は
「
皆
で
ひ
と
つ
の
劇
を
作
り

上
げ
る
の
で
、
法
自
メ
ン
バ
ー
と

一
緒
に
楽
し
め
れ
ば
」
と
意
気
込

ん
だ
。

　

日
程
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、『
ひ

と
つ
な
ぎ
の
大
秘
宝
～
ピ
ー
ス
に

願
い
を
～
』
は
10
月
24
日
（
土
）

の
12
時
40
分
～
17
時
40
分
と
10
月

25
日
（
日
）
10
時
～
17
時
（
三
田

キ
ャ
ン
パ
ス
１
号
館
２
０
２
教

室
）、
10
月
31
日
（
土
）
～
11
月

３
日
（
火
・
祝
）
10
時
～
17
時
と

（
上
ケ
原
キ
ャ
ン
パ
ス
Ａ
号
館

３
０
４
教
室
）。『
２
０
０
９
★
わ

く
わ
く
！
法
律
劇
～
こ
の
劇
の
主

役
は
あ
な
た
た
ち
で
す
～
』
は
三

田
（
１
号
館
１
０
１
教
室
）、
上

ケ
原
（
Ａ
号
館
３
０
５
教
室
）
と

も
全
日
程
（
時
間
未
定
）
を
予
定

と
し
て
い
る
。

　

新
月
祭
の
開
催
中
に
も
冊
子

『
ほ
う
じ
ぴ
あ
』
の
配
布
を
す
る

こ
と
が
決
定
し
て
い
る
。「
法
自

の
紹
介
や
、
学
生
自
治
の
分
か
り

や
す
い
説
明
を
載
せ
て
い
ま
す
。

絵
や
図
解
も
盛
り
込
ん
で
、
読
み

や
す
い
よ
う
工
夫
し
ま
し
た
」
と

担
当
者
は
説
明
し
た
。
ま
た
、
法

自
の
情
宣
が
10
月
19
日
（
月
）
に

ブ
ロ
グ
に
て
今
回
の
企
画
全
体
の

内
容
を
公
開
す
る
。

　

当
日
に
会
場
が
分
か
ら
な
く
な

っ
て
し
ま
っ
た
時
も
、
法
自
学
生

が
オ
レ
ン
ジ
パ
ー
カ
ー
を
着
用
し

て
い
る
の
で
、
気
軽
に
声
を
か
け

や
す
い
よ
う
に
し
て
い
る
。
興
味

の
あ
る
人
は
一
度
訪
ね
て
み
て
は

い
か
が
だ
ろ
う
か
。

法
自
ブ
ロ
グ　

U
R
L

http://m
blg.tv/houjgakusai/

～車輪の下の鎖～～車輪の下の鎖～
チェーンチェーン

日進月歩日進月歩論説

　

関
学
は
１
９
８
３
年
か
ら
バ
イ

ク
通
学
が
自
粛
と
い
う
形
に
な
っ

て
い
た
。
そ
れ
以
前
は
商
学
部
棟

裏
の
駐
輪
ス
ペ
ー
ス
に
大
方
の
車

両
が
収
ま
っ
て
い
た
。
し
か
し
、

バ
イ
ク
通
学
す
る
学
生
の
増
加
か

ら
、
次
第
に
指
定
の
駐
輪
場
か
ら

溢
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
路
上
駐

車
が
目
立
ち
、
特
に
正
門
付
近
に

は
バ
イ
ク
が
た
ま
り
、
予
防
策
と

し
て
鉄
パ
イ
プ
を
設
置
す
る
こ
と

と
な
っ
た
。

　

こ
れ
ま
で
「
自
粛
」
と
し
て
対

処
を
し
て
き
た
が
、
一
向
に
改
善

が
見
ら
れ
な
い
。
そ
こ
で
２
０
０
８

年
４
月
か
ら
排
気
量
50
㏄
を
超
え

る
バ
イ
ク
の
乗
り
入
れ
が
禁
止
と

な
っ
た
。
プ
ラ
ザ
に
鎮
座
し
て
い

た
駐
車
車
両
も
一
掃
さ
れ
た
。
内

側
の
掃
除
が
で
き
た
か
も
し
れ
な

い
が
、
結
果
と
し
て
新
学
生
会
館

の
周
辺
に
車
両
が
流
れ
て
い
っ

た
。
第
一
、
こ
の
禁
止
の
御
触
れ

が
出
さ
れ
て
か
ら
50
㏄
を
超
え
る

バ
イ
ク
で
通
学
し
て
き
た
と
し
て

も
、
何
や
ら
張
り
紙
が
貼
ら
れ
る

だ
け
で
、
バ
イ
ク
通
学
者
か
ら
し

て
み
れ
ば
痛
く
も
痒
く
も
な
い
。

張
り
紙
な
ん
て
剥
が
し
て
そ
の
辺

に
捨
て
て
、
何
事
も
な
く
帰
宅
す

る
。
ナ
ン
バ
ー
プ
レ
ー
ト
を
控
え

持
ち
主
が
確
認
さ
れ
次
第
注
意
を

し
て
い
る
よ
う
だ
が
、
具
体
的
な

そ
の
後
の
処
分
は
わ
か
ら
な
い
。

学
生
課
に
こ
れ
ま
で
の
処
分
に
つ

い
て
尋
ね
る
と
、
特
に
処
分
は
行

っ
て
い
な
か
っ
た
と
い
う
。
50
㏄

を
超
え
る
バ
イ
ク
で
通
学
し
て
来

な
い
よ
う
に
看
板
を
立
て
、
啓
発

を
行
っ
て
い
た
。

　

そ
の
よ
う
な
、
な
れ
合
い
期
間

が
１
年
半
続
き
、
大
学
側
は
強
硬

手
段
に
出
る
。
２
０
０
９
年
９
月

21
日
を
も
っ
て
、「
学
内
」
に
停

車
す
る
50
㏄
超
え
る
バ
イ
ク
を
鎖

で
繋
げ
動
け
な
く
す
る
。
盗
難
防

止
に
協
力
し
て
く
れ
て
い
る
わ
け

で
は
な
い
。
開
錠
は
８
時
50
分
か

ら
19
時
ま
で
、
学
生
課
で
し
か
利

か
な
い
。
そ
れ
以
外
の
時
間
で
は

応
じ
ず
、
次
の
事
務
取
扱
日
に
対

応
す
る
。
ま
た
、
チ
ェ
ー
ン
を
掛

け
る
際
に
事
故
や
破
損
が
生
じ
て

も
大
学
側
は
一
切
責
任
を
負
わ
な

い
と
す
る
。

　

通
学
許
可
制
に
し
て
指
定
駐
車

場
を
設
け
た
り
、
が
ら
が
ら
の
Ｇ

号
館
地
下
駐
輪
場
へ
自
転
車
の
移

動
を
促
し
た
り
す
る
な
ど
の
方
法

が
考
え
付
く
が
、
そ
も
そ
も
こ
う

な
っ
た
の
も
バ
イ
ク
乗
り
が
原
因

で
あ
る
。
騒
音
や
迷
惑
駐
車
、
狭

い
道
で
の
ス
ピ
ー
ド
の
出
し
す
ぎ

で
近
隣
住
民
か
ら
の
ク
レ
ー
ム
が

頻
発
。
そ
の
た
め
に
大
学
側
も
誠

意
を
見
せ
な
く
て
は
、
と
い
っ
た

具
合
だ
。
こ
れ
ら
に
つ
い
て
は
現

在
「
自
粛
」
の
身
に
あ
る
原
付
通

学
者
も
戦
々
恐
々
と
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。
大
学
側
も
50
㏄
を
超

え
る
バ
イ
ク
に
限
ら
ず
、
学
内
で

指
定
さ
れ
た
駐
輪
場
以
外
の
ス
ペ

ー
ス
に
止
め
て
あ
る
原
付
や
自
転

車
に
対
し
て
も
、
強
く
指
導
を
行

う
方
針
だ
。

　
「
バ
イ
ク
通
学
禁
止
」
と
い
う

の
は
、
最
寄
り
の
駅
か
ら
徒
歩
12

分
、
バ
ス
で
２
１
０
円
の
上
ケ
原

キ
ャ
ン
パ
ス
で
の
お
話
。
広
大
な

敷
地
の
三
田
キ
ャ
ン
パ
ス
で
は
無

縁
の
問
題
。
む
し
ろ
自
動
車
通
学

者
が
増
加
し
て
き
た
三
田
キ
ャ
ン

パ
ス
に
お
い
て
は
、
バ
イ
ク
通
学

を
あ
っ
せ
ん
し
て
い
る
ほ
ど
。
土

地
が
あ
る
の
だ
か
ら
、
当
然
と
い

え
ば
当
然
な
の
だ
ろ
う
。

　

果
た
し
て
ど
こ
ま
で
が「
学
内
」

な
の
か
。
せ
っ
か
く
買
っ
た
中
型

で
通
学
で
き
な
い
の
も
む
な
し
い

が
、
と
も
あ
れ
原
付
が
止
め
や
す

く
な
っ
た
の
は
あ
り
が
た
い
こ
と

で
あ
る
。

　

法
務
省
は
９
月
10
日
に
、
法
科

大
学
院
修
了
者
を
対
象
と
す
る
新

司
法
試
験
の
合
格
者
を
発
表
し

た
。
新
試
験
が
導
入
さ
れ
て
今
年

で
４
回
目
と
な
る
。
以
前
よ
り
懸

念
さ
れ
て
い
た
合
格
率
の
低
下

は
、
過
去
最
低
値
を
記
録
す
る
と

い
う
形
で
い
っ
そ
う
深
刻
さ
を
増

し
た
。

　

今
回
発
表
さ
れ
た
合
格
者
数
は

２
０
４
３
人
（
昨
年
２
０
６
５

人
）、
平
均
合
格
率
は
２
７.

６
パ

ー
セ
ン
ト（
昨
年
33
パ
ー
セ
ン
ト
）

と
過
去
最
低
を
記
録
。
原
因
と
し

て
試
験
の
難
問
化
が
あ
げ
ら
れ
る

が
、
そ
れ
以
外
に
も
受
験
者
数
の

単
純
増
加
が
影
響
し
て
い
る
と
考

え
ら
れ
る
。
な
お
今
回
の
新
司
法

試
験
に
お
い
て
合
格
者
が
ゼ
ロ
の

法
科
大
学
院
は
存
在
し
な
か
っ

た
。

　

２
０
０
８
年
に
順
位
を
12
位
ま

で
伸
ば
し
た
関
学
だ
が
、
今
年
は

16
位
と
振
る
わ
な
か
っ
た
。
各
大

学
を
合
格
率
だ
け
で
比
べ
る
と
、

関
学
は
31
位
で
１
９.
４
パ
ー
セ

ン
ト
と
い
う
結
果
に
な
っ
た
。
１

位
は
一
橋
大
学
の
６
２.

９
パ
ー

セ
ン
ト
だ
。
ほ
と
ん
ど
の
大
学
が

合
格
率
を
下
げ
て
お
り
、
中
に
は

半
分
以
下
に
ま
で
落
ち
込
ん
だ
と

こ
ろ
も
あ
っ
た
。

　

試
験
自
体
の
難
問
化
に
よ
っ
て

多
く
の
法
科
大
学
院
が
カ
リ
キ
ュ

ラ
ム
の
変
更
を
余
儀
な
く
さ
れ
て

い
る
。果
た
し
て
日
本
の
学
生
は
、

本
当
に
質
の
高
い
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム

を
享
受
で
き
て
い
る
の
だ
ろ
う

か
。
日
本
の
司
法
の
今
後
が
懸
念

さ
れ
る
。

　

今
年
の
春
、
全
世
界
で
流
行
し

た
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
。
一
時

期
は
Ｗ
Ｈ
Ｏ
が
警
戒
水
準
を
フ
ェ

ー
ズ
５
か
ら
フ
ェ
ー
ズ
６
（
パ
ン

デ
ミ
ッ
ク
）
に
引
き
上
げ
、
世
界

が
恐
怖
し
た
。
夏
が
近
づ
く
に
つ

れ
て
収
ま
り
つ
つ
あ
る
と
思
わ
れ

た
新
型
イ
ン
フ
ル
だ
が
、
関
学
で

は
夏
休
み
中
に
１
０
０
人
も
の
学

生
が
感
染
し
た
。

　

新
型
イ
ン
フ
ル
は
再
流
行
の
兆

し
を
見
せ
て
い
る
が
、
そ
れ
は
ウ

イ
ル
ス
の
強
毒
化
に
起
因
し
て
い

る
。
夏
の
間
に
変
異
を
繰
り
返
し

た
ウ
イ
ル
ス
は
今
ま
で
以
上
に
猛

威
を
ふ
る
う
だ
ろ
う
。
本
稿
で
は

感
染
予
防
に
つ
い
て
説
明
し
よ

う
。

　

ま
ず
、
手
洗
い
・
う
が
い
は
絶

対
に
欠
か
せ
な
い
。
普
段
忘
れ
が

ち
な
指
の
間
や
手
首
を
石
鹸
で
入

念
に
洗
う
。
水
で
流
す
際
も
、
泡

が
完
全
に
落
ち
き
る
の
を
確
認
し

て
か
ら
出
来
る
だ
け
清
潔
な
タ
オ

ル
や
ハ
ン
カ
チ
で
水
気
を
な
く

す
。
う
が
い
も
、
た
だ
口
を
ゆ
す

ぐ
の
で
は
な
く
し
っ
か
り
と
喉
の

奥
ま
で
洗
い
流
そ
う
。

　

し
か
し
手
洗
い
や
う
が
い
は
限

ら
れ
た
場
所
で
し
か
行
う
こ
と
が

で
き
な
い
。
そ
こ
で
紹
介
し
た
い

の
が
手
軽
に
で
き
る
「
咳
エ
チ
ケ

ッ
ト
」
だ
。
例
え
ば
、
罹
患
し
た

人
が
咳
エ
チ
ケ
ッ
ト
を
守
る
こ
と

で
、
咳
や
く
し
ゃ
み
の
飛
沫
か
ら

他
人
へ
の
感
染
を
防
ぐ
効
果
が
あ

る
。
ウ
イ
ル
ス
は
主
に
空
気
を
介

し
て
感
染
し
や
す
い
の
で
、
日
頃

か
ら
マ
ス
ク
の
着
用
や
、
咳
を
す

る
時
は
ハ
ン
カ
チ
で
口
を
覆
う
な

ど
の
注
意
を
忘
れ
な
い
こ
と
が
大

切
だ
。

　

も
し
少
し
で
も
体
調
が
お
か
し

い
と
感
じ
た
ら
、
早
め
に
か
か
り

つ
け
の
医
療
機
関
に
行
く
こ
と
も

重
要
だ
。
早
期
で
抗
ウ
イ
ル
ス
薬

を
服
用
す
る
と
、
体
へ
の
ダ
メ
ー

ジ
も
少
な
く
て
済
む
。
ま
た
ウ
イ

ル
ス
は
低
温
・
低
湿
を
好
む
た
め

乾
燥
し
た
空
間
は
危
険
だ
。
室
内

で
は
加
湿
器
な
ど
で
適
度
な
湿
度

を
保
ち
、
屋
外
で
は
の
ど
飴
を
な

め
る
な
ど
し
て
喉
の
粘
膜
を
集
中

的
に
守
る
必
要
が
あ
る
。

　

ワ
ク
チ
ン
の
不
足
問
題
や
マ
ス

ク
の
品
薄
状
況
な
ど
、
懸
念
す
る

べ
き
課
題
は
ま
だ
ま
だ
多
い
。
ま

ず
は
身
近
な
こ
と
か
ら
気
を
付
け

よ
う
。

1
　
東
京
大
学 

216人

2
　
中
央
大
学 

162人

3
　
慶
應
義
塾
大
学 

147人

4
　
京
都
大
学 

145人

5
　
早
稲
田
大
学 

124人

6
　
明
治
大
学 

96人

7
　
一
橋
大
学 

83人

8
　
神
戸
大
学 

73人

9
　
北
海
道
大
学 

63人

10
　
立
命
館
大
学 

60人

11
　
大
阪
大
学 

52人

12
　
九
州
大
学 

46人

13
　
同
志
社
大
学 

45人

14
　
名
古
屋
大
学 

40人

14
　
上
智
大
学 

40人

16
　
関
西
学
院
大
学 

37人

17
　
関
西
大
学 

35人

18
　
首
都
大
学
東
京 

34人

19
　
東
北
大
学 

30人

20
　
立
教
大
学 

25人

新
司
法
試
験
法
科
大
学
院
別

　
　
　
　
　
　
合
格
者
ラ
ン
キ
ン
グ

平成21年度

＝　日　程　＝
10月20日
　2回生主催ライブ
　　場所：ママ横プラザ
　　時間：12時50分～
　　出演：竹内電気とオリジナルラ
　　　　　ブのコピーバンド

新月祭2009
10月31日
　　場所：中央芝生
　　時間：13時～16時
11月2日
　　場所：ホール
　　時間：12時30分～15時30分
11月3日
　　時間：プラザ
　　時間：13時30分～16時30分

（各場所6バンド出演）

法
自 

２
大
企
画

新
月
祭
に

復
活

し
ま
し
た
！

　NOBLE
　　　STUBBORNNESS

応援よろしく
　お願いします
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冨と
み

　

田だ

　

宏こ
う

　

治じ

法
　

学
　

部

教
　
　
授

とみだ　こうじ

1959年　名古屋生まれ
1978年　名古屋大学法学部入学
1983年　名古屋大学大学院法科研究科入学
1988年　同博士課程単位取得退学
1988年　名古屋大学法学部助手
1989年　関西学院大学法学部専任講師
1993年　同助教授
1999年　同教授

　

こ
の
言
葉
は
本
田
技
研
工
業

（
ホ
ン
ダ
）
の
創
業
者
本
田
宗
一

郎
が
昭
和
49
年
に
ミ
シ
ガ
ン
工
科

大
学
か
ら
名
誉
博
士
号
を
贈
ら
れ

た
際
の
記
念
講
演
で
言
っ
た
言
葉

で
あ
る
。
こ
の
ほ
か
に
も
本
田
は

数
々
の
名
言
を
残
し
て
い
る
が
、

私
は
こ
れ
に
注
目
し
た
。

 

こ
の
言
葉
を
見
て
み
な
さ
ん
は

ど
う
思
っ
た
だ
ろ
う
か
。
私
は
こ

の
言
葉
を
見
て
衝
撃
が
走
っ
た
。

今
ま
で
こ
う
い
う
類
の
言
葉
は
何

回
も
見
て
き
た
が
、
大
概
が
「
成

功
す
る
に
は
努
力
が
必
要
だ
」
と

い
う
、
ど
こ
に
で
も
あ
り
そ
う
な

内
容
だ
っ
た
。
実
際
、
私
も
努
力

を
し
な
け
れ
ば
成
功
で
き
な
い
と

思
っ
て
い
た
。
し
か
し
、
本
田
の

言
葉
は
、
失
敗
し
て
こ
そ
成
功
す

る
確
率
が
上
が
る
と
い
う
、
他
と

は
違
う
考
え
方
だ
っ
た
。
努
力
も

必
要
だ
が
、
そ
れ
よ
り
も
失
敗
を

次
に
生
か
す
と
い
う
こ
と
に
と
て

も
感
動
し
た
。
そ
し
て
、
こ
の
言

葉
の
後
に
本
田
は
こ
う
言
っ
て
い

る
。「
開
拓
精
神
に
よ
っ
て
自
ら

新
し
い
世
界
に
挑
み
、
失
敗
・
反

省
・
勇
気
と
い
う
３
つ
の
道
具
を

繰
り
返
し
て
使
う
こ
と
に
よ
っ
て

の
み
、
最
後
の
成
功
に
達
す
る
こ

と
が
で
き
る
」
と
。

 

こ
れ
を
見
て
、
私
は
さ
ら
に
深

い
感
銘
を
受
け
た
。
挑
戦
の
あ
と

の
失
敗
を
そ
の
ま
ま
放
置
し
て
い

る
人
も
い
る
だ
ろ
う
。
ま
し
て
や

失
敗
を
恐
れ
て
挑
戦
す
ら
し
な
い

人
も
い
る
だ
ろ
う
。
だ
が
、
本
田

は
そ
れ
を
反
省
や
勇
気
と
一
緒
に

何
回
も
繰
り
返
す
こ
と
で
成
功
を

つ
か
み
取
っ
て
い
る
で
は
な
い

か
。

 

私
は
こ
の
２
つ
の
言
葉
を
見
て

１
つ
の
答
え
を
出
し
た
。
そ
れ
は

失
敗
に
落
ち
込
ま
ず
、
反
省
し
、

次
に
繋
げ
る
と
い
う
心
の
強
い
人

だ
け
が
成
功
し
、
偉
人
と
呼
ば
れ

る
よ
う
に
な
る
と
い
う
こ
と
だ
。

 

み
な
さ
ん
は
ど
う
だ
ろ
う
か
。

誰
で
も
失
敗
は
怖
い
も
の
だ
が
、

 

そ
れ
を
乗
り
切
れ
ば
明
る
い
世

界
が
待
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
を

考
え
た
こ
と
が
あ
る
か
。
も
し
そ

う
で
な
け
れ
ば
、
一
度
考
え
て
み

て
、
こ
の
本
田
の
言
葉
を
思
い
出

し
て
く
れ
れ
ば
幸
い
で
あ
る
。

　

今
回
は
三
田
市
の
横
山
駅
か
ら

程
近
い
ラ
ー
メ
ン
屋「
せ
い
ざ
ん
」

を
紹
介
し
た
い
。「
人
間
至
る
と

こ
ろ
に
青せ

い

山ざ
ん

あ
り
」
と
い
う
故
事

成
語
か
ら
店
名
が
つ
け
ら
れ
た
そ

う
だ
が
、
そ
の
名
の
と
お
り
故
郷

を
感
じ
さ
せ
て
く
れ
る
よ
う
な
居

心
地
の
よ
い
店
で
あ
る
。
で
は
、

店
の
人
に
取
材
し
て
感
じ
た
せ
い

ざ
ん
の
魅
力
を
伝
え
た
い
。

　

店
員
一
押
し
の
メ
ニ
ュ
ー
は
、

自
家
製
の
キ
ム
チ
が
入
っ
た
ブ
タ

キ
ム
チ
も
や
し
炒
め
と
た
っ
ぷ
り

の
に
ん
に
く
、
温
玉
が
ト
ッ
ピ
ン

グ
さ
れ
た
ス
タ
ミ
ナ
ら
ぁ
め
ん

（
８
４
０
円
）
や
、
サ
イ
コ
ロ
型

に
切
ら
れ
た
長
イ
モ
を
ゴ
マ
油
で

香
ば
し
く
炒
め
た
長
イ
モ
ゴ
マ
油

風
味
焼
（
４
４
０
円
）
だ
。
他
に

も
、
せ
い
ざ
ん
は
メ
ニ
ュ
ー
が
数

多
く
、
様
々
な
味
を
楽
し
む
こ
と

が
で
き
る
。
特
に
自
家
製
キ
ム
チ

を
使
っ
た
一
品
料
理
は
ぜ
ひ
一
度

食
べ
て
み
て
は
ど
う
だ
ろ
う
か
。

　

せ
い
ざ
ん
は
泡
盛
の
種
類
も
豊

富
で
、
こ
れ
を
楽
し
む
客
も
多
い

と
い
う
。
ご
主
人
に
は
「
自
分
の

好
き
な
も
の
を
店
に
揃
え
た
い
」

と
い
う
思
い
が
あ
り
、
大
好
き
な

泡
盛
を
買
い
揃
え
た
の
が
、
泡
盛

の
種
類
が
多
い
理
由
だ
そ
う
だ
。

泡
盛
以
外
に
も
ビ
ー
ル
や
芋
焼

酎
、麦
焼
酎
が
置
か
れ
て
い
る
が
、

ビ
ー
ル
も
ご
主
人
が
好
き
な
キ
リ

ン
ビ
ー
ル
が
置
か
れ
て
い
る
。
泡

盛
は
一
般
酒
が
１
杯
４
２
０
円
、

銘
柄
物
が
５
２
５
円
～
と
大
変
リ

ー
ズ
ナ
ブ
ル
で
あ
り
、
沖
縄
料
理

と
一
緒
に
楽
し
む
の
が
お
す
す
め

で
あ
る
。

　

ま
た
、
泡
盛
は

調
味
料
と
し
て
も

使
わ
れ
て
い
る
ら

し
く
、
豚
の
角
煮

や
豚
足
を
煮
込
む

と
き
に
使
用
し
た

り
、
角
煮
に
つ
け

る
か
ら
し
に
も
泡

盛
を
練
り
こ
ん
で

い
た
り
、
と
ご
主

人
の
料
理
へ
の
こ

だ
わ
り
と
泡
盛
へ

の
思
い
が
う
か
が

い
知
れ
る
。

　

ラ
ー
メ
ン
や
一
品
料
理
だ
け
で

な
く
、
宴
会
の
コ
ー
ス
が
あ
る
の

も
せ
い
ざ
ん
の
特
徴
だ
。
お
ま
か

せ
コ
ー
ス
は
予
算
に
応
じ
て
一
品

料
理
（
ラ
ー
メ
ン
も
可
）
が
出
て

く
る
。
値
段
は
２
０
０
０
円
～
で

あ
る
が
、
２
０
０
０
円
あ
れ
ば
ボ

リ
ュ
ー
ム
あ
る
食
事
が
で
き
る
そ

う
だ
。
予
算
は
応
相
談
な
の
で
、

少
し
ぐ
ら
い
な
ら
足
り
な
く
て
も

大
丈
夫
と
の
こ
と
。
他
に
も
魚
介

類
や
鶏
の
つ
く
ね
、
ギ
ョ
ウ
ザ
な

ど
が
た
っ
ぷ
り
入
っ
た
ら
ぁ
め
ん

鍋
（
３
０
０
０
円
）
が
あ
り
、
大

皿
に
盛
ら
れ
た
キ
ム
マ
ヨ
か
ら
あ

げ
と
デ
ザ
ー
ト
が
付
い
て
く
る
。

　

せ
い
ざ
ん
に
は
「
心
と
体
に
優

し
い
店
」
と
い
う
キ
ャ
ッ
チ
コ
ピ

ー
が
あ
る
。
店
員
い
わ
く
「
う
ち

は
キ
ム
チ
や
チ
ャ
ー
シ
ュ
ー
な

ど
、
ほ
と
ん
ど
の
も
の
が
手
作
り

で
す
。
更
に
、
季
節
の
食
べ
物
も

取
り
入
れ
て
い
る
の
で
、
体
に
よ

い
食
事
が
楽
し
め
る
と
思
い
ま

す
」
だ
そ
う
だ
。
大
学
生
の
偏
り

が
ち
な
食
生
活
を
ラ
ー
メ
ン
で
正

スタミナらぁめん（840円）

す
こ
と
が
で
き
る
の
は
嬉
し
い
。

食
生
活
が
偏
っ
て
い
る
学
生
に
限

ら
ず
、
偏
っ
て
い
な
い
学
生
も
、

故
郷
を
感
じ
さ
せ
る
ラ
ー
メ
ン
や

手
作
り
料
理
を
味
わ
い
に
行
っ
て

は
い
か
が
だ
ろ
う
か
。

　

17
時
か
ら
24
時
ま
で
営
業
し
て

お
り
、定
休
日
は
月
曜
日
で
あ
る
。

駐
車
場
は
あ
る
が
、
満
杯
の
場
合

ライトアップされた店

は
横
山
駅
前
す
ぐ
に
あ
る
有
料
駐

車
場
に
停
め
て
、
駐
車
券
を
店
に

も
っ
て
い
く
と
１
０
０
円
の
お
食

事
券
と
１
０
０
円
の
現
金
が
も
ら

え
る
。

〒
６
６
９
―
１
５
３
５　

三
田
市

南
个
丘
２
―
８

電
話
番
号
：
０
７
９
―
５
６
３
―

１
０
０
２

　

今
回
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
し
た
の
は
法
学
部
の
冨
田
宏
治
先
生
だ
。
日
本

の
思
想
史
、
と
り
わ
け
政
治
思
想
史
を
中
心
に
研
究
を
し
て
い
る
冨
田

先
生
は
、
実
は
あ
の
丸
山
真
男
氏
の
孫
弟
子
な
の
で
あ
る
。
戦
後
の
政

治
思
想
家
と
し
て
非
常
に
活
躍
し
た
丸
山
氏
は
、
思
想
家
な
が
ら
思
想

の
研
究
を
行
い
第
二
次
大
戦
時
の
日
本
軍
の
意
識
を
調
査
し
、
数
々
の

画
期
的
な
論
文
を
世
に
残
し
た
。
冨
田
先
生
に
よ
れ
ば
、
丸
山
氏
の
政

治
思
想
に
は
未
だ
に
謎
が
多
く
、
特
に
「
日
本
化
」
と
い
う
不
可
思
議

な
現
象
が
面
白
い
の
だ
そ
う
だ
。

　
「
日
本
化
」
と
は
何
で
あ
ろ
う
か
。
野
球
と
ベ
ー
ス
ボ
ー
ル
を
例
に

詳
し
く
説
明
し
て
く
れ
た
。
ベ
ー
ス
ボ
ー
ル
は
海
外
発
祥
の
ス
ポ
ー
ツ

な
の
だ
が
い
つ
の
間
に
か
日
本
国
内
で
野
球
と
し
て
変
化
し
て
き
た
。

さ
ら
に
今
で
は
同
等
か
そ
れ
以
上
の
実
力
を
持
つ
よ
う
に
な
っ
た
。
野

球
以
外
に
も
、
仏
教
、
儒
教
な
ど
の
宗
教
や
文
化
な
ど
、
日
本
は
外
来

の
も
の
ば
か
り
な
の
だ
が
み
ん
な
日
本
的
で
あ
り
、
玉
ね
ぎ
の
層
の
よ

う
に
歴
史
を
積
み
重
ね
て
き
た
。「
日
本
化
」
と
い
う
エ
ネ
ル
ギ
ー
や

そ
の
正
体
を
突
き
止
め
る
の
が
研
究
課
題
だ
と
語
る
。

　

そ
ん
な
冨
田
先
生
も
学
生
時
代
は
名
古
屋
大
学
で
学
生
運
動
に
力
を

入
れ
て
い
た
。
学
生
運
動
と
聞
く
と
暴
力
的
な
印
象
だ
が
、
冨
田
先
生

の
頃
は
激
動
期
か
ら
約
10
年
が
経
過
し
て
い
た
。
ま
ず
は
し
っ
か
り
と

学
び
周
囲
の
信
頼
を
獲
得
し
た
上
で
戦
い
、
実
際
に
国
立
大
の
学
費
の

値
上
げ
に
対
し
て
ス
ト
ラ
イ
キ
を
起
こ
し
た
。
学
ぶ
中
で
丸
山
氏
と
出

会
い
、
文
章
力
や
人
前
で
話
す
ス
キ
ル
も
身
に
付
い
た
と
い
う
。
今
教

鞭
を
と
っ
て
い
る
の
も
か
つ
て
の
勉
学
の
産
物
で
あ
り
、
大
学
と
は
学

ぶ
だ
け
で
な
く
出
会
い
や
人
間
性
を
高
め
る
価
値
も
あ
る
と
考
え
る
。

　

ま
た
当
時
の
名
古
屋
大
学
理
学
部
教
授
で
原
爆
被
爆
者
の
沢
田
昭
二

先
生
と
の
出
会
い
も
、
現
在
の
平
和
に
つ
い
て
考
え
る
き
っ
か
け
に
な

っ
た
と
の
こ
と
。
沢
田
先
生
は
ノ
ー
ベ
ル
賞
受
賞
者
の
益
川
氏
、
小
林

氏
と
も
親
交
が
あ
る
の
だ
が
、
冨
田
先
生
が
感
銘
を
受
け
た
の
は
報
復

よ
り
も
核
兵
器
を
な
く
そ
う
と
す
る
被
爆
者
と
し
て
の
姿
勢
だ
っ
た
。

核
に
よ
る
抑
止
の
平
和
よ
り
も
恐
怖
と
欠
乏
か
ら
免
れ
た
平
和
こ
そ
が

大
事
で
あ
り
、
日
本
国
憲
法
の
前
文
や
九
条
に
賛
同
す
る
よ
う
に
な
っ

た
の
で
あ
る
。

　

さ
ら
に
冨
田
先
生
は
１
９
８
７
年
に
制
定
さ
れ
た
名
古
屋
大
学
平
和

憲
章
誕
生
の
き
っ
か
け
も
つ
く
っ
た
。
現
在
で
は
自
身
の
研
究
課
題
と

並
行
し
て
、
毎
年
８
月
６
日
と
９
日
は
被
爆
地
に
訪
れ
る
な
ど
平
和
活

動
に
も
精
力
的
で
あ
る
。
そ
の
原
動
力
は
何
な
の
か
聞
い
て
み
る
と
、

色
々
と
打
ち
込
ん
だ
自
分
に
落
と
し
前
を
つ
け
る
た
め
だ
と
語
る
。「
学

生
時
代
は
自
由
な
時
間
が
多
い
。
何
で
も
い
い
か
ら
一
生
懸
命
に
打
ち

込
ん
で
自
分
の
強
み
に
し
て
ほ
し
い
」
と
最
後
に
教
訓
を
も
ら
っ
た
。

取材依頼・広告依頼も募集中です。

関西学院新聞総部
●西宮上ケ原キャンパス

　新学生会館３F

●電話：（0798）51－ 1181
　　（金曜放課後が出やすいです）

● E-mail：kgpress2009@

yahoo.co.jp

ここに新聞おいてます！
●西宮上ケ原キャンパス
　新学生会館：1階入口脇のラック、会館

案内図前、学生課課外活動
カウンター、地下 1階ビッ
グパパメニュー横

　旧学生会館：1階ビッグママ脇のラック、
図書館入口のラック
神学部・社会学部・経済学部・商学部の
各事務室前、文学部学生控室、A号館 1
階

●神戸三田キャンパス
　第一厚生棟 1階のラック、
　理工学部掲示板前
●西宮聖和キャンパス
　6号館購買横
●大阪梅田キャンパス
　アプローズタワー 14階キャンパス受付

ご意見・ご感想
お待ちしております。

お問い合わせ
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W
ind

と
演
劇
グ
ル
ー
プ

Som
ething

、
そ
し
て
ハ
モ
ソ

の
有
志
と
の
初
め
て
の
コ
ラ
ボ
企

画
『
音
劇
』。
ハ
モ
ソ
が
音

楽
だ
け
を
担
当
す
る
の
で
は

な
く
、
演
技
に
も
参
加
す
る

と
い
う
何
と
も
斬
新
な
企

画
。
演
劇
側
も
演
奏
す
る
シ

ー
ン
で
は
楽
器
を
持
っ
て
演

じ
る
。
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
と
は

一
味
違
う
音
楽
と
劇
の
新
し

い
融
合
と
な
っ
た
。
普
段
の

演
奏
会
は
白
シ
ャ
ツ
、
黒
ズ

ボ
ン
の
フ
ォ
ー
マ
ル
な
格
好

で
決
ま
っ
た
配
置
で
演
奏
す

る
。
し
か
し
、
今
回
の
企
画

で
は
ス
テ
ー
ジ
で
動
き
回
っ

て
演
奏
す
る
と
い
う
普
段
と
は
違

う
こ
と
を
す
る
。M

U
SIC

 
B
A

T
T

LE

と
い
う
タ
イ
ト
ル
通

り
バ
ト
ル
感
を
だ
す
練

習
を
し
た
。
表
情
・
動

き
な
ど
普
段
演
奏
中
意

識
し
な
い
こ
と
を
心
が

け
る
こ
と
に
よ
っ
て
ま

た
成
長
で
き
た
だ
ろ

う
。

　

新
し
い
企
画
を
や
っ

て
み
る
の
は
、
大
変
で

あ
る
が
そ
れ
以
上
に
得

る
も
の
も
あ
る
。
こ
れ

か
ら
も
ハ
モ
ソ
は
成
長

し
て
い
く
だ
ろ
う
。

　

春
の
Ｏ
Ｂ
さ
ん
と
の
コ
ン
サ
ー

ト
、
夏
の
校
外
イ
ベ
ン
ト
、
秋
の

学
祭
ラ
イ
ブ
、
冬
の
卒
部
生
を
送

り
出
す
定
期
演
奏
会
。
毎

年
恒
例
の
イ
ベ
ン
ト
は
い

く
つ
か
あ
る
が
、
こ
こ
数

年
、
ま
た
新
し
い
も
の
に

ハ
モ
ソ
は
チ
ャ
レ
ン
ジ
し

て
い
る
。去
年
は
軽
音
部・

サ
ー
ク
ル
が
主
催
し
て
い

る
ロ
ッ
ク
サ
ミ
ッ
ト
に
参

加
し
、
普
段
あ
ま
り
ハ
モ

ソ
が
演
奏
し
な
い
よ
う
な

ジ
ャ
ン
ル
に
少
人
数
で
参

加
し
た
。

　

今
年
は
「
演
劇
の
人
ら

と
コ
ラ
ボ
し
な
い
？
」
と

あ
る
部
員
の
一
言
に
よ
り
始
ま
っ

た
今
ま
で
に
な
い
新
し
い
試
み
。

劇
研
究
部T

heater　

H
i- 

　

モ
ラ
ト
リ
ア
ム
は
ロ
ウ
ソ
ク
だ
。
我
々
は
そ
れ
を
燃
や
す
。
火
の
強

さ
や
、
残
り
の
長
さ
に
気
を
遣
い
な
が
ら
、
一
心
に
見
つ
め
て
い
る
。

　

中
央
芝
生
に
は
、日
光
を
満
喫
す
る
多
く
の
学
生
た
ち
の
姿
が
あ
る
。

球
技
に
興
じ
る
男
女
。
運
動
禁
止
の
規
則
は
形
骸
化
し
て
い
て
、
そ
れ

は
普
通
の
光
景
だ
。
木
陰
で
は
昼
寝
を
す
る
者
、
じ
っ
と
文
庫
本
に
目

を
落
と
す
者
も
い
る
。
僕
た
ち
の
よ
う
に
昼
食
を
と
る
グ
ル
ー
プ
も
数

多
い
。
や
や
離
れ
た
と
こ
ろ
か
ら
、
歌
声
が
聞
こ
え
て
く
る
。

　

入
学
し
た
て
の
頃
、意
味
も
な
く
こ
こ
に
座
り
込
ん
で
い
た
。
何
か
、

浮
か
れ
て
い
た
の
だ
と
思
う
。
一
人
き
り
だ
ろ
う
と
お
構
い
な
し
に
、

隅
に
腰
掛
け
て
は
光
を
浴
び
て
い
た
。
あ
の
頃
の
芝
生
は
、
も
っ
と
暖

か
く
、
平
穏
で
、
広
大
だ
っ
た
よ
う
な
気
が
す
る
。

　

今
は
や
た
ら
と
他
人
が
目
に
付
く
。
他
人
の
楽
し
む
姿
、
努
力
す
る

姿
、
無
為
に
過
ご
す
様
ま
で
も
。

　

明
日
は
飲
み
会
、
明
後
日
は
映
画
サ
ー
ク
ル
の
撮
影
、
そ
の
次
は
…

…
頭
の
中
で
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
数
え
上
げ
る
。

　

低
木
の
向
こ
う
に
、
Ｋ
を
見
つ
け
た
。
僕
は
立
ち
上
が
っ
て
彼
を
呼

ぶ
。
Ｋ
は
正
門
に
向
か
っ
て
い
て
、
帰
路
に
つ
く
様
子
だ
。

「
も
う
帰
る
ん
か
？
」

　

Ｋ
は
振
り
返
っ
て
、
い
つ
も
の
柔
和
な
表
情
で
頷
い
た
。

「
授
業
は
も
う
終
わ
っ
た
か
ら
」

　

僕
は
友
人
た
ち
に
目
を
や
っ
た
。
彼
ら
も
Ｋ
を
手
招
き
し
て
い
る
。

「
ど
こ
か
に
遊
び
に
い
か
ん
？
」

　

誘
う
と
、
Ｋ
は
こ
れ
も
普
段
通
り
、
思
案
顔
に
な
っ
た
。
一
応
、
彼

は
迷
う
様
子
を
見
せ
る
。
け
れ
ど
も
そ
の
後
は
、決
ま
っ
て
こ
う
言
う
。

「
や
め
と
く
よ
」

　

今
日
も
、
僕
と
Ｋ
は
そ
う
や
っ
て
別
れ
た
。
友
人
の
一
人
が
、
付
き

合
い
が
悪
い
と
で
も
言
い
た
げ
だ
。
Ｋ
は
サ
ー
ク
ル
活
動
も
し
て
い
な

い
し
、
か
と
い
っ
て
勉
学
に
打
ち
込
ん
で
い
る
様
子
も
な
く
、
日
々
無

為
に
生
き
て
い
る
よ
う
に
見
え
る
。
そ
ん
な
彼
に
、
僕
は
い
つ
も
少
し

の
不
満
を
感
じ
て
い
る
。

　

い
つ
か
Ｋ
に
「
何
か
熱
中
し
て
い
る
こ
と
は
な
い
の
か
」
と
い
う
よ

う
な
こ
と
を
尋
ね
た
。
Ｋ
は
首
を
傾
げ
た
。

「
俺
、
熱
中
っ
て
わ
か
ら
ん
。
俺
は
普
通
に
暮
ら
し
て
る
よ
」

ア
ル
バ
イ
ト
は
し
て
い
る
。
だ
が
空
い
た
日
に
は
漫
然
と
読
書
を
す
る

の
だ
と
言
う
。
僕
は
な
ぜ
か
、
苛
立
っ
た
の
だ
っ
た
。

思
い
出
し
て
、
再
び
木
陰
に
し
ゃ
が
み
込
ん
だ
。
Ｋ
は
ロ
ウ
ソ
ク
を
見

よ
う
と
も
し
な
い
。

　

夏
休
み
。
暑
さ
に
負
け
て
、
部
屋
に
寝
転
が
る
僕
の
も
と
に
、
一
通

の
封
筒
が
届
い
た
。
封
筒
の
表
面
は
湿
っ
た
よ
う
な
不
思
議
な
手
触
り

で
、
砂
の
匂
い
が
し
た
。
国
際
郵
便
だ
っ
た
。

　

中
に
は
短
い
手
紙
と
、
写
真
が
二
枚
。
一
枚
目
の
写
真
に
は
馬
の
背

に
乗
っ
て
笑
う
、
Ｋ
が
収
め
ら
れ
て
い
た
。

『
お
金
が
貯
ま
っ
た
の
で
、
海
外
に
で
も
行
こ
う
か
と
。
今
は
、
中
国

に
い
ま
す
…
…
』

　

僕
は
、
大
声
で
笑
っ
た
。
な
ぜ
だ
か
、
笑
っ
た
。
気
持
ち
の
い
い
哄

笑
だ
っ
た
。
写
真
の
中
の
、
Ｋ
の
顔
を
撫
で
た
。
君
の
勝
ち
だ
、
と
思

っ
た
。

　

二
枚
目
。
広
大
な
、
た
だ
た
だ
広
大
な
砂
漠
の
写
真
だ
っ
た
。
太
陽

に
ま
ん
べ
ん
な
く
照
ら
さ
れ
た
、
何
も
な
い
、
巨
大
な
砂
漠
だ
。
静
け

さ
が
こ
ち
ら
に
も
伝
わ
っ
て
く
る
。
時
が
止
ま
る
よ
う
な
、
こ
ん
な
に

も
荘
厳
な
光
景
を
、
僕
は
後
に
も
先
に
も
見
た
こ
と
が
な
い
。

あ
り
、
な
か
で
も
中
根
式
、
早
稲

田
式
、
衆
議
院
式
、
参
議
院
式
は

広
く
普
及
し
た
の
で
四
大
速
記
方

式
と
呼
ば
れ
て
い
る
。

　

わ
が
関
西
学
院
大
学
速
記
研
究

部
は
、
こ
の
四
大
速
記
方
式
の
一

つ
で
あ
る
中
根
式
を
採
用
し
て
い

る
。
今
回
は
そ
の
考
案
者
で
あ
る

中
根
正
親
に
つ
い
て
お
話
し
た
い

と
思
う
。

　

中
根
正
親
は
23
歳
の
若
さ
で
こ

れ
ま
で
に
な
く
便
利
で
優
れ
た
中

根
式
速
記
法
を
完
成
さ
せ
た
天
才

で
あ
り
、
ま
た
速
記
界
に
革
命
を

も
た
ら
し
た
男
で
あ
る
。し
か
し
、

彼
の
凄
さ
は
そ
れ
だ
け
で
は
な

い
。
彼
は
中
根
式
を
完
成
さ
せ
た

翌
年
に
教
育
界
に
転
身
し
、
京
都

に
予
備
校
を
設
立
。
そ
の
学
校
長

に
就
任
し
、
な
ん
と
17
年
間
も
の

間
校
長
と
し
て
働
き
続
け
た
の
で

あ
る
。

　

ま
た
彼
は
「
要
体
教
育
」
と
い

う
音
楽
を
利
用
し
た
学
習
指
導
法

事
項
を
メ
ロ
デ
ィ
や
リ
ズ
ム
に
乗
せ
て
覚
え

さ
せ
る
と
い
う
だ
け
の
暗
記
法
に
と
ど
ま
ら

ず
、
問
題
解
答
へ
の
思
考
法
を
歌
詞
に
す
る

と
い
う
も
の
で
、
こ
れ
ま
で
の
暗
記
法
と
は

一
線
を
画
す
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
彼
は

90
歳
を
超
え
て
も
な
お
全
て
の
教
科
の
研
究

を
続
け
、
ア
イ
デ
ア
を
振
り
絞
り
要
体
教
材

の
作
成
に
努
め
た
の
で
あ
る
。

　

こ
の
よ
う
に
中
根
正
親
は
斬
新
な
発
想
で

教
育
界
を
リ
ー
ド
し
、
そ
の
生
涯
を
学
習
苦

に
悩
む
青
少
年
に
捧
げ
た
情
熱
の
男
で
あ
っ

た
。
そ
ん
な
彼
の
残
し
た
中
根
式
速
記
法
は

発
明
か
ら
95
年
た
っ
た
今
も
速
記
界
に
さ
ん

ぜ
ん
と
輝
き
続
け
て
い
る
。
ま
た
、
私
た
ち

の
心
の
中
に
も
中
根
式
速
記
法
を
通
じ
て
彼

の
情
熱
が
息
づ
い
て
い
る
の
だ
。

線
を
弾
き
な
が
ら
唄
い
出
す
。
そ
の
威
厳
の
あ
る
唄
い
姿
に
似
合
う
歌
詞
を

想
像
し
て
い
た
自
分
に
は
ゴ
ー
ン
と
い
う
寺
の
鐘
音
が
聴
こ
え
た
。｢

昔
逢
っ

た
男
に
捨
て
ら
れ
今
は
独
り
寝
を
す
る
さ
み
し
い
女｣

の
唄
だ
っ
た
か
ら
だ
。

　

さ
ら
に
そ
の
唄
は｢

恋
焦
が
れ
て
い
た
男
と
別
の
女
が
２
階
で
組
ん
ず
解
れ

つ
し
て
る
の
を
聞
き
な
が
ら
、
や
る
せ
な
く
て
泣
い
て
し
ま
う｣

と
い
う
昼
ド

ラ
的
ど
ろ
ど
ろ
な
場
面
で
唄
わ
れ
る
の
だ
。
恥
じ
ら
い
の
心
を
持
っ
た
乙
女

な
ら
ば
、
こ
う
い
う
唄
を
真
面
目
な
顔
で
唄
え
な
い
で
あ
ろ
う
。

　

…
し
か
し
目
の
前
の
女
性
は
神
妙
な
顔
つ
き
で
唄
い
続
け
る
。
に
わ
か
に

理
解
し
が
た
い
状
況
だ
が
、
端
唄
の
こ
と
を
知
っ
て
納
得
し
た
。
江
戸
時
代

の
庶
民
の
流
行
り
唄
な
の
だ
。
よ
く
唄
わ
れ
る
題
材
は
男
女
の
話
。
惚
れ
た

腫
れ
た
は
ま
だ
し
も
、
浮
気
し
た
だ
の
さ
れ
た
だ
の
…
。
け
し
か
ら
ん
不
良

町
人
で
あ
る
。
ま
ぁ
我
々
の
先
祖
な
の
だ
が
。
恋
患
い
の
遊
女
の
気
持
ち
な

ど
も
多
い
の
で
、
男
性
が
唄
う
場
合
に
は
内
容
を
よ
く
考
え
た
方
が
い
い
。

カ
ラ
オ
ケ
で
お
じ
さ
ん
が
キ
ュ
ー
テ
ィ
ー
ハ
ニ
ー
を
歌
う
よ
う
な
も
の
だ
。

ど
ち
ら
が
マ
シ
か
は
決
め
か
ね

る
。
女
性
は
女
心
を
噛
み
し
め
な

が
ら
思
い
っ
き
り
感
情
を
こ
め
て

歌
え
ば
い
い
。
心
を
こ
め
て
端
唄

を
唄
う
こ
と
こ
そ
大
人
へ
の
第
一

歩
だ
。

　

黒
髪
の
結
ぼ
ほ
れ
た
る
思
ひ
を

ば
、
と
け
て
寝
た
夜
の
枕
こ
そ
、

ひ
と
り
寝
る
夜
は
仇
枕
。
袖
は
か

た
し
く
夫
ぢ
や
と
い
ふ
て
愚
痴
な

女
の
心
は
知
ら
ず
、
し
ん
と
更
け

た
る
鐘
の
声
。
昨
夜
の
夢
の
今
朝

さ
め
て
、
ゆ
か
し
な
つ
か
し
や
る

せ
な
や
。
積
る
と
知
ら
で
積
る
白

雪
。

　

初
め
て
お
茶
室
を
訪
れ
た
私
は

な
ん
だ
か
不
思
議
な
感
覚
に
陥
っ

た
。
こ
こ
は
本
当
に
関
学
な
ん
だ

ろ
う
か
、
そ
う
思
っ
て
し
ま
う
ほ

ど
に
お
茶
室
は
関
学
離
れ
し
て
い

る
。
厳
か
で
、
そ
し
て
気
持
ち
の

い
い
空
間
だ
。

　

毎
年
、
茶
道
部
は
学
祭
に
な
る

と
、
生
菓
子
と
お
茶
を
３
０
０
～

４
０
０
円
程
度
で
販
売
し
て
い
る
。

学
祭
で
疲
れ
た
心
を
、
お
茶
室
で

の
ん
び
り
癒
し
て
も
ら
う
こ
と
が

狙
い
だ
。
昨
年
も
、
約
１
０
０
人

も
の
老
若
男
女
問
わ
ず
、
幅
広
い
層
の
お
客
さ
ん
が
集
ま
っ
た
。「
関
学
に

こ
ん
な
場
所
が
あ
っ
た
ん
だ
、
と
皆
さ
ん
お
っ
し
ゃ
い
ま
す
」
と
部
長
の

木
谷
江
里
さ
ん
（
文
３
）
は
い
う
。
学
祭
は
、
茶
道
部
を
知
っ
て
も
ら
う

機
会
で
も
あ
る
。

　

茶
道
と
い
え
ば
、
お
手
前
な
ど
様
々
な
ル
ー
ル
が
あ
り
、
行
く
の
は
と

ま
ど
う
、
と
い
う
人
も
い
る
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
心
配
す
る
こ
と
な
か
れ
。

お
茶
室
に
は
お
手
前
を
行
う
部
屋
以
外
に
、
喫
茶
ル
ー
ム
も
も
う
け
る
。

木
谷
さ
ん
は
「
お
茶
室
は
堅
苦
し
い
場
所
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
気
軽
に
楽

し
み
に
来
て
下
さ
い
」
と
話
し
た
。

　

今
年
は
11
月
２
～
３
日
10
時
か
ら
15
時
に
お
茶
会
を
開
く
と
の
こ
と
。

ぜ
ひ
、
足
を
運
ん
で
い
た
だ
き
た
い
。

を
考
案
、
実
践
し
、
普
及

に
努
め
た
。
こ
れ
は
重
要

　

女
性
は
正
座
を
し
て
背
を
ピ
ン
と
伸
ば
し
、
三
味

線
を
構
え
て
い
る
。
一
点
を
見
つ
め
る
そ
の
表
情
は
荘

厳
さ
す
ら
感
じ
さ
せ
る
。
彼
女
は
ペ
ン
ペ
ン
と
三
味

　

本
日
は
、
時
代
を
リ
ー
ド
し
続
け
る
新
作
落
語
作
家
、『
ジ
プ
シ
ー

小
岩
』
さ
ん
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
お
届
け
し
ま
す
。

―
本
日
は
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

ジ　

こ
ち
ら
こ
そ
よ
ろ
し
く
。

―
ジ
プ
シ
ー
さ
ん
は
な
ぜ
、落
語
作
家
と
い
う
道
を
選
ん
だ
の
で
す
か
？

ジ　

僕
は
元
々
、
バ
ン
ド
マ
ン
だ
っ
た
ん
で
す
。
ヘ
ヴ
ィ
メ
タ
ル
の

バ
ン
ド
を
や
っ
て
ま
し
た
。

―
ち
な
み
に
バ
ン
ド
名
は
？

ジ　

バ
ン
ド
名
は
「
ヒ
ー
ト
テ
ッ
ク
」
で
し
た
ね
。
パ
ー
ト
は
馬
頭

琴
で
し
た
。

―
モ
ン
ゴ
ル
の
伝
統
楽
器
で
す
ね
。
な
ぜ
、バ
ン
ド
を
や
め
て
落
語
を
？

ジ　

音
楽
と
落
語
っ
て
似
て
る
な
っ
て
思
っ
た
ん
で
す
。
そ
の
後
、
適

当
に
描
い
た
落
語
の
台
本
が
、
あ
の
小
野
清
二
さ
ん
に
認
め
ら
れ
て

し
ま
っ
て
。

―
誰
で
す
か
？

ジ　

高
速
の
料
金
所
の
お
っ
さ
ん
で
す
。

―
ジ
プ
シ
ー
さ
ん
の
創
作
落
語
の
中
で
、
一
番
印
象
に
残
っ
て
い
る

噺
は
な
ん
で
す
か
？

ジ　

や
っ
ぱ
り
激
動
の
昭
和
を
描
い
た
「
東
京
に
て
」
で
す
ね
。
た

だ
登
場
人
物
が
四
百
人
超
、
上
演
時
間
が
八
時
間
以
上
だ
か
ら
、
演

じ
る
落
語
家
が
誰
も
い
な
い
ん
で
す
。
過
去
に
、
桂
米
朝
師
匠
が
挑

戦
し
て
い
ま
し
た
が
、
体
力
的
に
厳
し
か
っ
た
よ
う
で
す
ね
。
私
的

に
は
、
体
力
に
自
信
が
あ
り
そ
う
な
Ｋ
―
１
の
セ
ー
ム
・
シ
ュ
ル
ト
選

手
に
演
じ
て
ほ
し
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

―
分
か
り
ま
し
た
。
今
日
は
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

ジ　

ど
う
も
。

　

落
語
作
家
ジ
プ
シ
ー
小
岩
氏
。
彼
か
ら
目
を
離
せ
な
い
。

平
和
な
砂
漠　
　

鉢
崎
御
飯

　

皆
さ
ん
も
ご

存
知
の
と
お

り
、
速
記
と
は

速
記
文
字
と
い

う
も
の
を
使
っ

て
人
の
発
言
な

ど
を
速
く
書
き

取
る
方
法
の
こ

と
で
あ
る
。
こ

の
速
記
に
は
日

本
だ
け
で
も

様
々
な
方
式
が

トロピカルなムードを全面に押
し出した前作Always Like This
で、脅威の成長を見せた彼らの
新作。前作のようなラインでし
ばらく落ち着くのかなと思って
いた大方の予想を裏切り届いた
今回の音源は、なんと！ ニュ
ーウェイブタッチのダンスチュ
ーン！！  アルバムがどうなるの
か激しく楽しみ！

BOMBAY 
BICYCLE CLUB – 

MAGNET

09年の青春アンセム製造機！！ 
P.O.B.P.A.Hの新作はタイトルだ
け見ると3rd Summer of Love的
ムード漂う09年からのSecond 
Summer of Love期のHIGHER 
THAN THE SUN への返答な
のか？　とか頭でっかちな大人
は考えるかもですが、青春を謳
歌する若者達には、そんな能書
きは必要なし！！ 目の前のキミ
と目の前のイマを全力で楽しむ
のが青春なのだから！

PANIS OF 
BEAING PURE 
AT HEART – 

HIGHER THAN 
THE STARS

七尾旅人とやけのはらの超人合
体コラボ！七尾旅人のスムース
なボーカルと、やけさんの一癖
あるラップが紡ぎだす、09年の

「今夜は、ブギーバック」との
呼び声も高い、幸福な週末を彩
るアフターアワーズのアンセム
が誕生！！ ちなみに、トラック
は話題のトラックメーカー、ド
リアン氏によるもの。

やけのはら × 七尾
旅人 – Rollin’ 

Rollin’

新たなステージへ

弓道道

Ａ号館 法学部　本館

素晴らしき中根式

ジ
プ
シ
ー
小
岩
の
魅
力
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今
夏
、
70
年
ぶ
り
に
関
西
学
院
高
等
部
が
甲
子
園
に
出
場
し
た
。
多
く
の

人
が
固
唾
を
飲
み
、
手
を
合
わ
せ
勝
利
を
祈
っ
た
だ
ろ
う
。

　

本
紙
で
は
前
主
将
の
窪
く
ん
、
捕
手
兼
投
手
の
山
﨑
く
ん
、
四
番
打
者
・

髙
馬
く
ん
、
そ
し
て
応
援
団
長
を
務
め
た
小
縣
く
ん
（
全
員
高
３
）
に
イ
ン

タ
ビ
ュ
ー
し
た
。

 ̶

甲
子
園
で
の
応
援
を
振

り
返
っ
て
。

　

最
高
に
楽
し
い
応
援
で
し

た
。
熱
く
応
援
す
る
高
校
生

た
ち
に
応
援
の
基
本
を
思
い

出
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。

 ̶

甲
子
園
で
の
応
援
と
今

ま
で
の
応
援
、
何
か
違
い
は
？

　

い
つ
も
は
私
た
ち
応
援
団
が
中

心
と
な
っ
て
試
合
を
盛
り
上
げ
て

き
ま
し
た
が
、
甲
子
園
で
は
野
球

部
や
生
徒
会
の
メ
ン
バ
ー
が
盛
り

上
げ
て
く
れ
た
の
で
、
応
援
す
る

側
と
さ
れ
る
側
が
よ
り
一
体
と
な

れ
ま
し
た
。

 ̶

関
学
に
し
か
で
き
な
い
応
援

と
は
？

　

初
等
部
か
ら
大
学
ま
で
全
員
が

一
生
懸
命
応
援
す
る
と
こ
ろ
で

す
。
こ
れ
は
絆
が
強
い
関
学
に
し

か
で
き
な
い
と
思
い
ま
す
。
 ̶

今
年
の
夏
を
振
り
返
っ
て
。

　

最
高
の
夏
で
し
た
。
今
年
は
上
手
い
こ
と
、
い
き
ま
し
た
ね
。

 ̶

甲
子
園
で
の
注
目
の
選
手
は
？

　

結
果
的
に
は
山
﨑
が
目
立
ち
ま
し
た
ね
。彼
は
上
手
い
で
す
。で
も
、

皆
そ
れ
ぞ
れ
良
か
っ
た
! !

 ̶

来
期
の
選
手
に
つ
い
て
。

　

ま
だ
果
実
は
青
い
。
こ
れ
か
ら
で
す
よ
。̶

関
学
野
球
と
は
。

　

全
員
野
球
で
す
よ
。

今
回
、
恵
ま
れ
た
環
境

の
な
か
、
オ
ー
ル
関
学

で
や
れ
た
の
が
嬉
し

か
っ
た
。
大
学
新
聞
が

取
材
に
来
て
く
れ
る
、

こ
れ
が
関
学
で
す
よ
ね
。

関
学
な
ら
で
は
で
す
。

（左から）窪くん、山﨑くん、髙馬くん、小縣くん

野球部監督　広岡 正信さん

君達がいたから
今年の夏は
面白かった。

熱
　
球

― 
高
校
球
児
の
夏 

―

〈1回戦〉

〈2回戦〉

0
0

関　　学
酒 田 南

0
0
2
0
0
2
0
0
2
0
0
1
2
0
1
0
7
3

0
2

関　　学
中京大中京

0
0
2
0
0
0
1
0
0
1
0
1
0
0
1
1
4
5

山崎（純）が
勝ち越し

安食の二塁
打で追加点

13安打で
初戦突破！

優勝校相手に
素晴らしい試合！！

黒木の犠打
で同点

代打鳥内が
押し出し

 ̶

高
校
球
児
た
ち
に
メ
ッ
セ
ー

ジ
を
。　

　

私
は
今
年
で
引
退
な
の
で
す

が
、
最
後
の
年
に
最
高
の
舞
台
で

応
援
が
出
来
て
幸
せ
で
し
た
。
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

野
球
部
の
皆
さ
ん
は
熱
さ
を
も

ち
、
と
て
も
か
っ
こ
よ
く
て
感
動

し
ま
し
た
。
出
場
選
手
だ
け
で
な

く
裏
方
で
頑
張
っ
て
い
た
部
員
も

全
員
が
一
致
団
結
し
て
い
て
、
私

も
チ
ー
ム
を
引
っ
張
る
身
と
し
て

見
習
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思

い
ま
し
た
。

チア部長　牧 恵利子さん

 ̶

中
京
大
中
京
が
優
勝
し
た
時

の
気
持
ち
は
？

窪　

も
し
僕
ら
が
勝
っ
て
い
た

ら
、
あ
の
舞
台
ま
で
行
け
た
ん
か

な
、
と
い
う
気
持
ち
も
あ
り
ま
し

た
。
自
分
ら
に
勝
っ
た
チ
ー
ム
が

優
勝
し
て
悔
し
い
け
ど
、
嬉
し
い

部
分
も
あ
り
ま
す
。

山
﨑　

僕
は
嬉
し
か
っ
た
で
す
。

あ
の
試
合
に
負
け
て
悔
し
か
っ
た

け
ど
、
自
分
な
り
に
し
っ
か
り
し

た
野
球
が
出
来
た
の
で
、
正
直
に

嬉
し
か
っ
た
。

髙
馬　

嬉
し
い
７
割
、
悔
し
い
３

割
ぐ
ら
い
で
し
た
。
や
っ
ぱ
り

も
っ
と
皆
と
甲
子
園
で
野
球
し
た

か
っ
た
で
す
。
自
分
ら
が
勝
っ
て

い
て
も
お
か
し
く
な
い
試
合
だ
っ

た
と
思
い
ま
す
。

 ̶

甲
子
園
で
実
際
に
野
球
し
た

気
持
ち
は
？

窪　

小
さ
い
頃
か
ら
甲
子
園
は
夢

の
舞
台
だ
っ
た
の
で
、
そ
こ
に
自

分
が
立
て
て
い
る
と
い
う
の
は
、

嬉
し
か
っ
た
で
す
。

山
﨑　

夢
の
よ
う
な
場
所
で
野
球

が
出
来
て
、
グ
ラ
ウ
ン
ド
に
入
っ

た
瞬
間
「
す
っ
き
り
」
と
い
う
か

「
ス
カ
ッ
と
」
と
い
う
か
、
な
ん

か
新
鮮
な
感
じ
で
全
て
が
輝
い
て

見
え
ま
し
た
。

髙
馬　

打
席
に
立
つ
と
、
今
ま
̶

（
窪
）
主
将
と
し
て
気
を
つ
け

て
い
た
こ
と
。

　

と
に
か
く
練
習
が
大
事
な
の

で
、
練
習
を
ダ
ラ
ダ
ラ
し
て
い
た

ら
注
意
し
な
い
と
い
け
な
い
と
思

い
ま
す
。
全
て
の
練
習
が
試
合
に

つ
な
が
っ
て
く
る
と
い
う
こ
と
を

意
識
し
、
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
は
友
達

関
係
と
か
そ
う
い
う
気
持
ち
を
押

し
殺
し
て
、
チ
ー
ム
の
た
め
に

し
っ
か
り
や
っ
て
い
く
と
い
う
こ

と
だ
け
を
考
え
て
い
ま
し
た
。

　

１
１
３
人
と
い
う
大
人
数
を
ま

と
め
る
と
い
う
こ
と
は
、
僕
だ
け

の
力
で
は
な
く
メ
ン
バ
ー
の
力
が

あ
っ
て
出
来
た
こ
と
な
の
で
、
皆

に
感
謝
し
た
い
で
す
。

 ̶

次
の
世
代
の
選
手
に
ア
ド
バ

イ
ス
は
？

　

充
分
力
が
あ
り
ま
す
し
、
僕
ら

の
と
き
か
ら
レ
ギ
ュ
ラ
ー
を
取
っ

て
い
た
選
手
も
い
る
の
で
甲
子
園

に
向
け
て
、
一
生
懸
命
頑
張
っ
て

欲
し
い
と
思
い
ま
す
。

̶

（
山
﨑
）ピ
ッ
チ
ャ
ー
と
キ
ャ
ッ

チ
ャ
ー
二
役
や
る
こ
と
に
な
っ
た

き
っ
か
け
は
？

　

左
の
高
橋
が
ひ
じ
を
痛
め
た
の

で
、
自
分
が
投
げ
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。
監
督
に
指
示
さ
れ
た
の

が
き
っ
か
け
で
す
。

 ̶

ピ
ッ
チ
ャ
ー
と
キ
ャ
ッ
チ
ャ
ー

の
精
神
的
な
違
い
は
？

　

ピ
ッ
チ
ャ
ー
だ
と
皆
か
ら
の
責

任
感
が
あ
る
。
責
任
が
重
い
な
、

と
感
じ
ま
し
た
。

 ̶

ど
ち
ら
に
向
い
て
い
る
？

　

自
信
持
っ
て
で
き
る
の
は

キ
ャ
ッ
チ
ャ
ー
で
す
。

̶

（
髙
馬
）４
番
の
プ
レ
ッ
シ
ャ
ー

は
？

　

正
直
あ
り
ま
す
。
県
大
会
の
２

回
戦
の
と
き
は
、
自
分
が
打
た
な

い
と
い
け
な
い
と
思
っ
て
い
た
の

に
打
て
な
か
っ
た
。
打
て
な
い
理

由
は
力
み
が
あ
る
か
ら
だ
と
思
っ

た
の
で
、
そ
の
日
か
ら
リ
ラ
ッ
ク

ス
す
る
よ
う
意
識
し
た
。

　

バ
ッ
テ
ィ
ン
グ
に
お
い
て
は
自

で
味
わ
っ
た
こ
と
の
な
い
程
の
気

持
ち
よ
さ
で
し
た
。
今
ま
で
の
努

力
と
か
、
辛
か
っ
た
こ
と
が
全
て

吹
っ
飛
び
ま
し
た
。

小
縣　

ス
タ
ン
ド
も
広
く
て
、
グ

ラ
ウ
ン
ド
に
立
っ
て
い
る
メ
ン

バ
ー
が
誇
ら
し
か
っ
た
で
す
。

̶

「
ヒ
ー
ロ
ー
の
い
な
い
」
チ
ー

ム
だ
か
ら
こ
そ
出
来
る
こ
と
は
？

窪　

ホ
ー
ム
ラ
ン
を
バ
カ
バ
カ
打

つ
選
手
が
い
な
い
け
ど
、
み
ん
な

で
白
球
を
も
ぎ
取
っ
て
、
支
え
あ

い
な
が
ら
野
球
が
出
来
る
こ
と
は

素
晴
ら
し
い
こ
と
だ
と
思
い
ま

す
。

山
﨑　

あ
ま
り
そ
う
い
う
こ
と
は

意
識
せ
ず
に
、
楽
し
も
う
と
い
う

こ
と
を
ず
っ
と
考
え
て
い
ま
し
た
。

髙
馬　

僕
は
正
直
、
山
﨑
を
ヒ
ー

ロ
ー
と
言
っ
て
も
お
か
し
く
な
い

と
は
思
う
の
で
す
が
、
で
も
周
り

の
人
に
「
山
﨑
だ
け
」
と
は
言
わ

せ
な
い
く
ら
い
の
活
躍
が
み
ん
な

出
来
た
か
ら
、
監
督
に
そ
う
い
っ

て
も
ら
え
た
の
で
は
な
い
か
な
、

と
思
い
ま
す
。

小
縣　

み
ん
な
が
ヒ
ー
ロ
ー
な
の

で
そ
ん
な
こ
と
全
く
思
わ
な
か
っ

た
で
す
。

 ̶

大
学
は
関
学
に
行
こ
う
と

思
っ
て
い
る
の
で
す
か
？

窪　

関
学
で
す
。

信
が
あ
り
ま
す
し
、
ボ
ー
ル
の
見

極
め
や
力
強
さ
は
他
の
選
手
に
は

負
け
な
い
と
思
い
ま
す
。

̶

（
小
縣
）
応
援
団
を
ま
と
め
る

に
い
た
っ
て
意
識
し
た
こ
と
は
？

　

チ
ー
ム
メ
イ
ト
を
応
援
す
る
か

ら
に
は
、
楽
し
も
う
と
思
い
ま
し

た
。

 ̶

今
年
の
夏
を
振
り
返
っ
て
。

窪　

関
学
に
と
っ
て
も
熱
い
夏

だ
っ
た
と
思
う
。
Ｏ
Ｂ
の
方
や
こ

れ
ま
で
支
え
て
く
だ
さ
っ
た
方
に

恩
返
し
も
で
き
、
本
当
に
い
い
メ

ン
バ
ー
と
野
球
が
出
来
て
最
高
の

夏
で
し
た
。

山
﨑　

一
番
忙
し
く
、
一
番
楽
し

く
、
一
番
応
援
さ
れ
た
最
高
の
夏

で
し
た
。

髙
馬　

思
わ
ぬ
誤
算
と
い
う
感
じ

で
、
こ
ん
な
夏
に
し
よ
う
と
は

思
っ
て
い
た
け
ど
、
本
当
に
最
高

の
夏
に
な
っ
て
幸
せ
で
し
た
。

小
縣　

今
ま
で
も
こ
れ
か
ら
も
経

験
す
る
こ
と
の
無
い
程
、
思
い
出

に
残
る
夏
で
し
た
。
こ
れ
か
ら
、

こ
の
思
い
出
を
大
事
に
し
て
い
き

た
い
で
す
。

 ̶

監
督
に
対
し
て
の
思
い
は
。

窪　

関
学
の
野
球
、
関
学
の
勝
ち

方
を
教
え
て
く
だ
さ
っ
た
。
ど
ん

な
お
話
に
も
意
味
が
あ
っ
て
、
僕

た
ち
に
き
ち
ん
と
メ
ッ
セ
ー
ジ
が

伝
わ
っ
て
く
る
、
本
当
に
良
い
監

督
で
す
。
先
生
の
下
で
野
球
が
出

来
て
よ
か
っ
た
で
す
。

山
﨑　

普
通
に
す
ご
い
人
だ
な
、

と
思
っ
て
。
僕
ら
の
こ
と
は
何
で

も
知
っ
て
い
る
し
、
高
校
生
活
だ

け
で
な
く
て
、
僕
ら
の
将
来
の
こ

と
ま
で
考
え
て
し
っ
か
り
指
導
し

て
く
だ
さ
る
監
督
で
す
。

髙
馬　

す
ご
い
経
験
豊
富
な
方
だ

な
、
と
思
っ
て
い
ま
す
。
経
験
に

勝
る
も
の
は
な
い
な
と
感
じ
ま

す
。

小
縣　

し
っ
か
り
指
導
し
て
く
だ

さ
っ
て
、
こ
れ
か
ら
も
長
く
お
付

き
合
い
で
き
た
ら
な
、
と
思
い
ま

す
。

山
﨑

関
学

で
す
。
他
の
大

学
を
考
え
た

こ
と
も
あ
っ

た
の
で
す
が
、

関
学
で
や
り

た
い
な
と
思

っ
て
い
ま
す
。

髙
馬　

も
ち

ろ
ん
関
学
も

含
め
、
今
考
え

中
で
す
。

小
縣　

関
学

で
す
。

〈
そ
れ
ぞ
れ
の

思
い
〉


